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【手続補正書】
【提出日】平成26年7月18日(2014.7.18)
【手続補正１】
【補正対象書類名】特許請求の範囲
【補正対象項目名】全文
【補正方法】変更
【補正の内容】
【特許請求の範囲】
【請求項１】
　シリカを主成分とし、スピノーダル型の相分離由来の孔およびバイノーダル型の相分離
由来の孔が形成された多孔質層を有することを特徴とする多孔質ガラス。
【請求項２】
　前記多孔質層は、表面から内部に向かってスピノーダル型の相分離由来の孔の割合がバ
イノーダル型の相分離由来の孔の割合に対して減少していることを特徴とする請求項１に
記載の多孔質ガラス。
【請求項３】
　前記多孔質ガラスの膜厚が５００μｍ乃至２０００μｍであり、
　前記多孔質層の厚みが０．０１μｍ乃至１００μｍであることを特徴とする請求項１又
は２に記載の多孔質ガラス。
【請求項４】
　母材層をさらに有し、
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　前記多孔質層は前記母材層の上に形成され、
　前記母材層は、酸化ケイ素、酸化ホウ素、アルカリ金属酸化物が含まれていることを特
徴とする請求項１乃至３のいずれか１項に記載の多孔質ガラス。
【請求項５】
　基材をさらに有し、
　前記多孔質層は前記基材の上に形成されていることを特徴とする請求項１乃至３のいず
れか１項に記載の多孔質ガラス。
【請求項６】
　前記多孔質層の断面において、前記スピノーダル型の相分離由来の孔の形状は弓形であ
ることを特徴とする請求項１乃至５に記載の多孔質ガラス。
【請求項７】
　前記多孔質層の断面において、前記バイノーダル型の相分離由来の孔の形状は円形であ
ることを特徴とする請求項１乃至６に記載の多孔質ガラス。
【請求項８】
　前記バイノーダル型の相分離由来の孔どうしは、前記バイノーダル型の相分離由来の孔
の孔径よりも小さい孔径を有する管状の孔でつながっていることを特徴とする請求項１乃
至７のいずれか１項に記載の多孔質ガラス。
【請求項９】
　前記バイノーダル型の相分離由来の孔と前記スピノーダル型の相分離由来の孔は、前記
バイノーダル型の相分離由来の孔の孔径と前記スピノーダル型の相分離由来の孔の孔径よ
りも小さい孔径を有する管状の孔でつながっていることを特徴とする請求項１乃至８のい
ずれか１項に記載の多孔質ガラス。
【請求項１０】
　請求項１乃至９のいずれかに１項に記載の多孔質ガラスを用いたことを特徴とする光学
部材。


	header
	written-amendment

